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一
、
研
究
史
を
ふ
り
か
え
っ
て

芸
能
史
上
の
「
風
流

ふ
り
ゅ
う

」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
方
が
注
目
さ
れ

て
来
た
。

一
九
六
〇
年
刊
林
屋
辰
三
郎
氏
著
『
中
世
芸
能
史
の
研
究
』
（
１
）は

、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

風
流
と
は
、
…
…
平
安
時
代
よ
り
寺
社
の
祭
礼
に
当
た
っ
て
華
麗
な
行
粧

や
仮
装
を
も
っ
て
行
列
に
加
わ
り
、
拍
子
物
な
ど
を
伴
な
っ
た
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
は
田
楽
と
並
ん
で
重
要
な
意
味
を
示
し
た
が
、
特
に
は
田
楽

を
修
飾
す
る
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。

語
源
に
つ
い
て
、
一
九
七
四
年
刊
の
松
田
修
氏
著
『
日
本
芸
能
史
論
考
』
（
２
）は

、

中
国
将
来
の
こ
の
言
葉
（
中
国
に
お
い
て
も
す
で
に
多
義
的
で
あ
っ
た
）

は
、
日
本
の
土
壌
に
移
植
さ
れ
て
、
さ
ら
に
多
義
複
雑
に
機
能
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
こ
で
そ
の
一
端
を
う
ち
か
す
め
れ
ば
、
ミ
ヤ
ビ
か
ら
タ
ハ

ル
・
オ
モ
シ
ロ
シ
等
に
転
義
し
、
重
層
し
つ
つ
あ
る
い
は
衣
服
の
善
美
を

い
い
（『
御
堂
関
白
記
』
長
和
二
年
七
月
八
日
）、
馬
・
車
等
へ
の
装
飾
へ

賛
美
で
も
あ
り
（『
明
衡
往
来
』）、
さ
ら
に
は
趣
向
を
こ
ら
し
た
細
工
物
一

般
、
あ
る
い
は
趣
向
を
こ
ら
す
行
為
自
体
を
風
流
と
称
し
た
の
で
あ
る
。

文
献
資
料
に
見
る
「
風
流

ふ
り
ゅ
う

」
の
成
立
と
変
遷

森
　
田
　
恭
　
二
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と
、
ま
と
め
て
い
る
。

両
氏
の
見
解
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

林
屋
辰
三
郎
氏
の
指
摘
は
、
風
流
は
、
平
安
時
代
の
寺
社
の
祭
礼
の
中
に
生

ま
れ
、
華
麗
な
行
粧
や
仮
装
を
し
、
拍
子

は
や
し

物
な
ど
を
伴
う
行
為
で
あ
り
、
田
楽

と
も
関
係
が
深
か
っ
た
と
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
意
味
は
、
松
田
修
氏
の
指
摘
す

る
よ
う
に
、
装
飾
へ
の
賛
美
の
言
葉
で
あ
っ
た
も
の
が
、
行
為
自
体
を
指
す
よ

う
に
も
な
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
「
風
流
」
が
、
い
つ
頃
ど
の
よ
う
に
成
立
し
、
い
か
に
発
展
す

る
の
か
を
、
文
献
資
料
に
も
と
づ
い
て
考
慮
し
て
行
き
た
い
。

二
、﹁
風
流
﹂
の
成
立
と
変
遷

「
風
流
」
に
関
す
る
文
献
資
料
は
、
ま
ず
、
十
一
世
紀
末
か
ら
十
二
世
紀
初
頭

に
か
け
て
、
集
中
的
に
現
わ
れ
る
。

そ
れ
は
、「
永
長
の
大
田
楽
」
と
称
せ
ら
れ
る
田
楽
の
隆
盛
や
「
金
銀
錦
繍
の

風
流
」
と
称
せ
ら
れ
る
祭
礼
の
行
列
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
、「
中
右
記
」
の
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

○
「
中
右
記
」
永
長
元
年
（
一
○
九
六
）
六
月
十
四
日
条

巳
時
許
参
内
、
終
日
�
候
、
今
日
祇
園
御
霊
会
間
禁
中
無
人
、
仍
終
日
候

御
前
也
、

後
聞
、
院
召
仕
男
共
四
百
人
許
供
奉
、
又
院
蔵
人
町
童
七
十
余
人
、
内

蔵
人
町
童
部
三
十
余
人
、
田
楽
五
十
村
許
、
近
代
第
一
見
物
也
、

○
「
中
右
記
」
永
長
元
年
七
月
十
二
日
条

今
日
雲
客
依
仰
作
田
楽
欲
備
天
覧
、
人
々
議
定
云
、
田
楽
之
中
田
主
尤
可

候
也
、（
中
略
）

先
於
直
廬
調
田
楽
装
束
、

明
月
之
前
人
々
調
装
束
参
御
前
、

先
於
中
殿
南
庭
御
覧
、
従
南
庭
御
覧
、
従
南

庭
渡
西
一
廻
、
於
北
陣
方
又
御
覧
、
人
々
入
魔
奏
妙
曲
、
右
兵
衛
督
雅
俊

為
御
使
相
具
田
楽
被
参
院
、

於
北
中
門
之
内
御
覧
、
上
皇
甚
御
感
、
就

中
蔵
人
少
納
言
成
宗
田
主
之
體
、
不
可
思
議
神
妙
也
、

天
覧
の
大
田
楽
と
な
っ
た
永
長
元
年
七
月
十
二
日
に
は
、
人
々
の
田
楽
装
束

は
、「
紅
汗
取
銀
薄
の
文
を
押
し
、
指
貫
、
冠
上
冠
筥
の
蓋
を
以
っ
て
笠
と
為
し
、

山
鳥
の
尾
を
指
し
、
若
き
人
々
此
外
風
流
錦
繍
花
を
作
る
」（『
中
右
記
』）
と
記

さ
れ
て
い
る
。

笠
を
持
ち
、
山
鳥
の
尾
羽
を
指
し
、
風
流
錦
繍
に
身
を
飾
っ
た
田
楽
衆
の
衣

裳
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
時
期
の
田
楽
は
、
風
流
田
楽
と
も
い
え
る
も
の
で
、
単
に
田
楽
を
演
奏

す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
風
流
を
凝
ら
し
た
錦
繍
の
衣
裳
に
特
色
が
あ
る
。

○
「
中
右
記
」
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
四
月
十
四
日
条

天
晴
、
賀
茂
祭
也
、（
中
略
）
女
房
従
者
雑
仕
六
十
人
計
、
金
銀
錦
繍
風
流

六
条
殿
路

間
用
車
、

紅
汗
取
押
銀
薄
文
、
指
貫
、
冠
上
以
冠
筥
蓋
為
笠
、
指
山

鳥
尾
、
若
人
々
此
外
風
流
錦
繍
作
花
、
或
浅
履
或
糸
鞋
、

楽
器
等
従

院
所
進
也
、
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過
差
、
美
麗
風
不
可
記
尽
、

賀
茂
祭
に
お
い
て
も
、
女
房
従
者
雑
士
六
十
人
ば
か
り
が
、
金
銀
錦
繍
の
衣

裳
を
ま
と
い
、
風
流
が
す
ぎ
た
る
状
態
で
、
は
で
で
あ
で
や
か
で
あ
っ
た
と
あ
る
。

○
「
中
右
記
」
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
五
月
十
四
日
条

早
旦
三
院
御
幸
鳥
羽
、
有
田
種
興
云
々
、
晩
頭
還
御
云
々
、
或
人
示
送
云
、

三
院
御
幸
鳥
羽
殿
、
出
車
五
両
、
殿
下
、
内
府
、
藤
大
納
言
、
民
部
卿
、

侍
従
中
納
言
、
左
衛
門
督
、
左
兵
衛
督
、
左
宰
相
中
将
、
皇
后
宮
権
大
夫
、

大
弐
、
左
京
大
夫
、
右
兵
衛
督
、
辰
一
刻
着
御
鳥
羽
北
殿
、
人
々
退
下
、

殿
下
令
還
給
、
内
府
又
退
出
、
頃
而
人
々
参
上
、
或
布
衣
直
衣
、
殿
上
人

皆
布
衣
、
三
院
寄
御
車
御
覧
、
公
卿
殿
上
人
候
馬
場
北
、
女
院
女
房
乗
舟

見
物
、

有
田
植
興
、
種
女
廿
二
人
、
其
装
束
金
銀
錦
繍
、
皆
有
風
流
、

天
下
過
差
不
可
記
尽
、

有
牛
二
頭
、
又
有
田
楽
、
事
了
未
時
還
御
、
之

次
、
御
覧
右
衛
門
権
佐
顕
能
八
条
亭
、
其
家
如
仙
洞
、
飛
泉
浮
舟
、
従
東

洞
院
還
御
三
条
御
所
云
々
、

こ
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
井
上
満
郎
氏
「
や
す
ら
い
花
の
芸
能
」
（
３
）（『

日
本
芸
能

史
』
第
二
巻
）
に
、
次
の
一
節
が
あ
る
。

大
治
二
年
に
行
な
わ
れ
た
田
楽
は
、「
種
女
」
二
十
二
人
を
動
員
し
て
演
じ

ら
れ
た
田
植
の
し
ぐ
さ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
「
田
植
の
興
」
に
と
も
な
う

殿
上
受

領
所
課
、

有
打
出
蔵

人
指
舟
、

も
の
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
鳥
羽
殿
に
お
い
て
白
河
法
皇
が
催
し
た

盛
大
な
こ
の
行
事
は
「
装
束
の
金
銀
錦
繍
、
皆
な
風
流
あ
り
、
天
下
の
過

差
、
記
し
尽
す
べ
か
ら
ず
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
。

大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
五
月
十
四
日
に
、
鳥
羽
離
宮
で
行
な
わ
れ
た
田
種

た
う
え

の
興
で
は
、
田
種
女
二
十
二
人
が
、
金
銀
錦
繍
の
衣
裳
を
身
に
つ
け
、
そ
の
風

流
は
天
下
の
過
差
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

上
皇
以
下
が
牛
車
を
寄
せ
、
公
卿
殿
上
人
が
居
並
び
、
女
院
女
房
衆
が
船
上

に
て
見
物
し
た
こ
の
「
田
種
」
は
、
田
植
え
を
囃
し
立
て
る
田
楽
が
催
さ
れ
、

田
植
え
の
神
事
と
田
楽
の
芸
能
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
院
政
期
の
田

楽
等
芸
能
の
興
隆
の
中
に
「
風
流
」
と
い
う
美
意
識
が
隆
盛
し
て
行
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

○
「
長
秋
記
」
大
治
四
年
（
一
一
二
九
）
五
月
十
日
条

於
八
条
殿
有
種
田
事
、（
中
略
）

午
斜
種
田
事
始
、
此
間
忠
能
朝
臣
来
、
告
参
上
可
見
物
之
由
、
仍
内
府
以

下
参
上
、
依
無
所
使
宜
不
進
御
前
、
於
泉
舎
北
緑
見
物
、
種
女
廿
人
着
赤

水
干
、
紺
帷
、
黄
生
絹
裳
、
檜
笠
、
向
御
前
雙
立
種
之
、
其
後
有
田
楽
者
、

着
白
張
布
、
狩
衣
袴
、
浅
黄
目
結
帷
、
懸
皷
撹
左
々
良
吹
笛
、
振
指
之
類

雙
立
唱
歌
、
又
相
投
苗
輩
、
又
散
楽
弘
延
着
大
烏
帽
、
立
田
畝
行
事
、
持

破
唐
笠
之
者
一
人
相
従
、
又
田
楽
法
師
等
十
余
人
着
当
色
、
進
出
御
前
、

一
廻
了
、
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大
治
四
年
（
一
一
二
九
）
五
月
、
八
条
殿
で
行
な
わ
れ
た
田
植
え
の
芸
能
に

つ
い
て
、
こ
の
「
長
秋
記
」
が
詳
し
い
記
述
を
残
し
て
い
る
。

田
植
え
女
二
十
人
が
、
赤
水
干
・
紺
の
帷
・
黄
生
絹
の
裳
・
檜
笠
を
着
し
、

田
植
え
の
後
、
田
楽
が
催
さ
れ
、
散
楽
弘
延
が
田
主
を
演
じ
た
と
あ
る
。

こ
こ
に
は
「
風
流
」
と
い
う
語
句
は
見
え
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
行
事
が

「
風
流
と
い
う
美
意
識
」
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

植
木
行
宣
氏
は
、「
田
楽
の
村
」
（
４
）（『

日
本
芸
能
史
』
第
二
巻
）
で
大
治
四
年
の

種
田
行
事
を
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。

第
一
段
は
田
植
を
囃
す
と
い
う
民
俗
行
事
に
根
ざ
し
た
大
規
模
な
田
植
を

み
せ
る
部
分
、
実
際
の
作
業
に
要
し
た
諸
役
が
出
揃
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、

風
流
を
競
う
早
乙
女
と
そ
れ
を
囃
す
田
楽
衆
が
興
趣
を
集
め
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
第
二
段
は
い
わ
ゆ
る
田
主
に
か
か
わ
る
部
分
で
、
田
植
行
事
の
い

ま
一
つ
の
中
心
を
な
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
中
略
）

し
か
し
ま
た
、
田
主
に
散
楽
者
を
用
い
た
よ
う
に
、
芸
能
的
要
素
が
拡
大

し
全
体
と
し
て
見
世
物
的
に
と
と
の
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ

た
。
第
三
段
は
田
楽
法
師
に
関
す
る
初
見
史
料
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
職

業
田
楽
者
に
よ
る
田
楽
が
余
興
的
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
告
げ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

田
植
え
女
の
衣
裳
・
田
楽
・
散
楽
を
伴
う
田
植
え
行
事
そ
の
も
の
が
、「
風
流

と
い
う
美
意
識
」
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
「
中
右
記
」
康
和
四
年
（
一
一
○
二
）
六
月
十
四
日
条

祇
園
御
霊
会
見
物
者
帰
来
談
云
、
今
年
初
有
舞
人
十
人
者
、

「
中
右
記
」
に
よ
る
と
、
祇
園
御
霊
会
に
お
い
て
、
舞
が
行
な
わ
れ
た
の
は
、

康
和
四
年
（
一
一
○
二
）
の
こ
と
で
、
永
長
の
大
田
楽
の
永
長
元
年
（
一
○
九

六
）
の
六
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
永
長
の
大
田
楽
の
影
響
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
舞
は
雅
楽
の
舞
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
定
す
る
。

○
「
中
右
記
」
大
治
二
年
六
月
十
四
日
条

或
晴
或
陰
、
時
々
小
雨
、
祇
園
御
霊
会
、
四
方
殿
上
人
、
馬
長
、
童
、
巫

女
、
種
女
、
田
楽
各
数
百
人
、
此
外
祇
園
所
司
僧
隨
身
数
十
人
兵
供
奉
、

舞
人
十
人
、
使
乗
唐
鞍
、
凡
天
下
過
差
不
可
勝
計
、
金
銀
錦
繍
風
流
美
麗

不
可
記
尽
、
両
院
於
按
察
中
納
言
三
条
室
町
桟
敷
御
見
物
云
々
、
毎
月
臨

時
過
差
不
能
記
尽
歟
、

祇
園
御
霊
会
は
、
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
に
は
、
大
規
模
な
祭
礼
に
発
展

す
る
。

「
中
右
記
」
に
よ
る
と
、
祇
園
御
霊
会
に
は
、「
四
方
殿
上
人
・
馬
長
・
童
・

巫
女
・
種
女
・
田
楽
各
数
百
人
、
此
の
外
祇
園
所
司
僧
隨
身
数
十
人
兵
供
奉
、

舞
人
十
人
」
が
行
列
し
、「
凡
そ
天
下
の
過
差
勝
て
計
う
べ
か
ら
ず
、
金
銀
錦
繍
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風
流
美
麗
記
し
尽
す
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

祇
園
祭
礼
の
中
に
、
永
長
の
大
田
楽
以
来
の
田
楽
芸
能
が
風
化
し
た
と
も
言

え
よ
う
。
田
楽
衆
を
含
む
数
百
人
の
行
列
や
舞
人
十
人
の
芸
能
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
頃
の
「
風
流
」
に
つ
い
て
井
上
満
郎
氏
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

『
中
右
記
』
永
長
元
年
七
月
十
二
日
条
の
「
風
流
錦
繍
作
花
」
と
か
、
同
大

治
二
年
四
月
十
四
日
条
の
「
其
装
束
金
銀
錦
繍
、
皆
有
風
流
」、
同
大
治
二

年
六
月
十
四
日
条
の
「
金
銀
錦
繍
、
風
流
美
麗
不
可
記
尽
」
の
表
現
は
、

い
ず
れ
も
ふ
つ
う
の
服
装
と
は
著
し
く
異
な
る
華
麗
な
も
の
を
指
し
、
そ

れ
は
金
銀
錦
繍
と
結
び
つ
い
て
、
度
を
こ
し
て
華
美
な
装
飾
を
施
し
た
衣

裳
を
風
流
と
呼
ん
で
い
る
（
井
上
満
郎
氏
「
や
す
ら
い
花
の
芸
能
」
（
５
）

）。

以
上
の
よ
う
に
、
永
長
元
年
（
一
○
九
六
）
頃
か
ら
永
長
の
大
田
楽
と
称
さ

れ
る
田
楽
の
発
展
が
あ
り
、
そ
の
田
楽
の
発
展
と
と
も
に
、「
金
銀
錦
繍
の
風
流
」

と
称
さ
れ
る
装
束
の
華
麗
さ
が
競
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

白
河
上
皇
の
離
宮
で
は
、
田
楽
と
並
ん
で
「
田
種

た
う
え

の
興
」
が
催
さ
れ
、
そ
の

装
束
も
「
金
銀
錦
繍
の
風
流
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

「
風
流
」
の
成
立
は
、
こ
の
よ
う
に
十
一
世
紀
末
〜
十
二
世
紀
初
頭
の
院
政
期

の
芸
能
発
展
と
期
を
一
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

○
「
長
秋
記
」
天
承
元
年
（
一
一
三
一
）
四
月
十
九
日
条

賀
茂
祭
也
、（
中
略
）
大
納
言
以
下
参
賀
茂
、
可
勤
斎
院
前
駈
者
、
人
々
称

難
堪
之
由
、
及
未
刻
出
御
、
両
院
別
車
前
駈
混
合
、
院
御
所
副
装
束
、
蘇

芳
縫
丸
文
、
女
院
、
二
藍
縫
同
文
、
御
車
飾
金
銀
、
女
房
車
五
両
、
下
仕

車
一
両
、
出
菖
蒲
生
衣
、
紅
打
衣
、
款
冬
表
衣
、
二
藍
唐
衣
裳
腰
、
件
両

物
付
金
文
、
侍
臣
献
車
皆
有
風
流
、（
中
略
）

近
衛
使
風
流
皆
是
鴛
鴦
也
、

天
承
元
年
四
月
十
九
日
の
賀
茂
祭
で
は
、「
侍
臣
の
献
じ
た
牛
車
に
風
流
が
あ

り
」、「
近
衛
使
は
鴛
鴦
の
風
流
な
し
た
。」
と
あ
る
。
牛
車
を
金
銀
や
衣
裳
で
飾

り
、
鴛
鴦
の
造
り
物
を
身
に
つ
け
行
列
を
な
し
た
。
近
衛
使
は
近
衛
府
に
属
し

た
官
人
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
十
二
世
紀
初
頭
頃
か
ら
、
風
流
と
呼
ば
れ
た
造
り
物
が
登

場
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

井
上
満
郎
氏
は
、
こ
の
記
事
が
「
構
築
物
と
し
て
の
鴛
鴦
を
風
流
と
呼
ん
で

い
る
事
例
で
あ
る
（「
や
す
ら
い
花
の
芸
能
」
（
６
）

）
と
す
る
。

十
二
世
紀
初
頭
京
都
で
成
立
し
た
「
風
流
」
は
、
摂
関
家
の
別
業
や
平
等
院

の
あ
っ
た
宇
治
へ
伝
播
す
る
。

宇
治
の
祭
礼
宇
治
離
宮
祭
と
は
、
宇
治
上
神
社
の
祭
礼
で
あ
り
、
藤
原
氏
一

門
の
別
業
拠
点
で
あ
っ
た
宇
治
に
お
け
る
最
大
の
祭
で
あ
っ
た
。

こ
の
頃
の
宇
治
離
宮
祭
は
、
藤
原
氏
一
門
あ
げ
て
行
な
わ
れ
、
平
等
院
や
そ

の
鎮
守
県
神
社
、
そ
れ
に
宇
治
郷
・
槇
島
郷
の
地
元
民
衆
も
参
加
し
て
い
る
。

「
中
右
記
」
の
長
承
二
年
（
一
一
三
三
）
・
長
承
三
年
の
記
事
に
よ
っ
て
、
こ
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の
祭
礼
を
見
て
み
よ
う
。

○
「
中
右
記
」
長
承
二
年
（
一
一
三
三
）
五
月
八
日
条

今
日
宇
治
鎮
守
明
神
離
宮
祭
也
、
宇
治
辺
下
人
祭
之
、
未
時
許
行
向
平
等

院
透
廊
見
物
、
巫
女
馬
長
一
物
、
田
楽
散
楽
如
法
、
雑
芸
一
々
、
遊
客
不

可
勝
計
、
見
物
下
人
数
千
人
、
着
河
北
岸
小
船
数
千
艘
、
如
並
瓦
、
田
楽

法
師
原
其
興
無
極
、
笛
無
定
曲
、
任
口
吹
、
鼓
無
定
声
、
任
手
打
、
鼓
笛

喧
嘩
、
人
驚
耳
目
、
神
輿
之
所
致

（
至
）
如
在
礼
、

○
「
中
右
記
」
長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
五
月
八
日
条

今
日
離
宮
祭
也
、
其
路
従
今
年
過
小
川
殿
門
前
、
仍
於
侍
所
桟
敷
見
物
、

左
右
競
馬
十
番
、
宇
治
並
真
木
島
住
人
等
為
騎
乗
、
同
童
部
、
其
装
束
、

十
番
使
之
作
法
者
二
人
、

神
輿
三
所
致
如
在
之
礼
、
巫
女
卅
余
人
、

村
布
衣
騎
馬
者
数
十
人
、
或
帯
弓
箭
之
者
、
各
々
面
々
不
可
勝
計
、
田
楽

之
類
鼓
笛
喧
嘩
、
巫
女
之
輩
衣
裳
飛
揚
、
見
物
男
女
夾
道
無
隙
、
未
時
計

渡
了
、
於
本
社
有
競
馬
、
供
神
膳
云
々
、

「
中
右
記
」
は
、
平
安
中
期
の
宇
治
離
宮
祭
の
様
子
を
如
実
に
伝
え
て
い
る
。

行
列
が
出
た
ら
し
く
、
巫
女
・
馬
長
・
一
物
な
ど
が
行
進
し
た
。

「
田
楽
・
散
楽
法
の
如
し
」
と
は
、
田
楽
と
散
楽
（
猿
楽
）
が
演
能
さ
れ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
散
楽
を
演
能
し
た
人
々
こ
そ
が
、
宇
治
猿
楽
座
の
起

源
と
考
え
ら
れ
る
。
見
物
の
下
人
は
数
千
人
を
数
え
、
宇
治
川
北
岸
に
は
数
千

飾
馬
牽
馬
手
振

雑
色
如
常
也
、

艘
の
小
船
が
集
ま
っ
た
と
い
う
。
田
楽
法
師
の
演
じ
る
田
楽
は
、
定
曲
は
な
く

口
に
任
せ
て
笛
を
吹
き
、
手
に
任
せ
て
鼓
を
打
つ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

「
兵
範
記
」
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

○
「
兵
範
記
」
仁
平
三
年
（
一
一
五
三
）
四
月
十
五
日
条

十
五
日
、
入
道
殿
仰
仲
行
御
教
書
、
自
宇
治
殿
到
来
、
云
、
来
月
八
日
、

離
宮
祭
料
田
楽
装
束
一
具
美
麗
可
調
進
者
、
進
請
文
了
、
去
八
日
、
離
宮

御
輿
以
後
、
平
等
院
三
網
所
司
以
下
品
品
下
部
、
殿
中
上
下
、
宇
治
侍
宿

直
雑
色
主
殿
、
皆
可
供
奉
、
田
楽
、
為
本
散
楽
、
可
為
先
風
流
之
由
、
殊

被
仰
下
、
近
日
其
様
々
輩
、
村
々
競
営
、
毎
日
出
立
、
先
参
御
輿
旅
所
、

以
参
入
道
殿
御
所
、
終
日
御
覧
、
其
外
宇
治
白
川
等
座
座
法
師
原
、
各
賜

装
束
、
彼
八
日
可
被
供
奉
、
其
装
束
六
十
余
具
、
兼
日
被
宛
召
人
云
々
、

宇
治
離
宮
祭
に
盛
大
な
田
楽
が
催
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
離
宮
御
輿
以
後
、

平
等
院
三
網
所
司
以
下
品
品
下
部
・
殿
中
上
下
・
宇
治
侍
宿
直
雑
色
主
殿
の
皆

が
行
列
に
供
奉
し
、「
田
楽
は
散
楽
を
本
と
し
て
、
風
流
を
先
と
な
す
べ
き
こ
と
」

が
、
藤
原
忠
実
よ
り
命
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
に
よ
り
、
近
日
そ
の
様
々
の

輩
や
村
々
が
田
楽
競
営
の
た
め
の
出
立
し
、
御
輿
の
旅
所
や
、
忠
実
の
御
所
に

参
上
し
た
と
い
う
。
そ
の
外
「
宇
治
白
川
等
の
座
々
法
師
原
」
が
装
束
を
賜
わ

っ
て
、
田
楽
を
供
奉
し
た
と
い
う
。

こ
の
宇
治
離
宮
祭
の
田
楽
は
、「
風
流
田
楽
」
と
も
称
す
べ
き
も
の
で
、
こ
れ

以
降
の
田
楽
に
大
き
な
影
響
を
残
し
た
。
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宇
治
離
宮
祭
が
京
都
の
田
楽
や
風
流
の
影
響
を
受
け
た
様
に
、
京
都
内
外
の

寺
社
の
祭
礼
に
も
田
楽
や
金
銀
錦
繍
の
風
流
が
と
り
入
れ
ら
れ
て
行
っ
た
。

○
「
百
錬
抄
」
久
寿
元
年
（
一
一
五
四
）
四
月
条
に
は
、

近
日
京
中
兒
女
備
風
流
調
鼓
笛
、
参
紫
野
社
、
世
号
之
夜
須
礼
、
有
勅
禁

止
、

と
あ
っ
て
、
紫
野
今
宮
社
の
「
や
す
ら
い
」
が
風
流
を
備
え
た
も
の
で
あ
っ
た

と
記
さ
れ
る
。

○
「
百
錬
抄
」
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）
九
月
二
日
条
で
は

橘
逸
勢
社
祭
、
上
皇
有
御
結
構
、
飾
以
金
銀
錦
繍
、
天
下
之
壮
観
也
、
捧

持
面
形
、
為
風
流
、
人
以
傾
之
、

と
あ
り
、
橘
逸
勢
祭
に
も
、
金
銀
錦
繍
の
風
流
が
催
さ
れ
て
い
る
。

十
四
世
紀
ご
ろ
よ
り
南
都
に
お
い
て
延
年
が
急
速
に
発
展
す
る
。

本
来
、
延
年
は
貴
族
社
会
に
お
い
て
除
過
延
年
を
祈
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

南
都
の
諸
寺
や
三
井
寺
（
園
城
寺
）
な
ど
に
お
い
て
、
寺
院
の
法
会
の
芸
能
と

し
て
発
展
し
て
行
っ
た
。
延
年
に
お
い
て
、
猿
楽
衆
が
行
な
う
芸
能
が
「
延
年

風
流
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

十
四
世
紀
の
南
都
の
大
社
寺
に
お
い
て
、
延
年
が
継
承
発
展
す
る
と
と
も
に
、

「
延
年
風
流
」
と
呼
ば
れ
る
芸
能
が
生
ま
れ
て
行
っ
た
。

○
「
嘉
元
記
」（
改
定
史
籍
集
覧
第
二
十
四
）

徳
治
三
年

八
月
廿
二
日
、
別
当
実
懸

御
拝
堂

同
夜

、
参
賀

之
、
次
於
聖
霊
院
之
前
延
年
在
之
、
若
音
兒

猿
楽
衆

同
廿
三
日
、

於
別
当
坊
之
前
、
後
朝
ノ
モ
テ
ナ
シ
在
之
、
先
延
年
、
次
田
楽
、
次
風
流

田
楽
衆

以
下
、
風
流
衆

其
奉
兒
七
人

徳
治
三
年
（
一
三
○
八
）
八
月
、
法
隆
寺
聖
霊
院
前
で
行
な
わ
れ
た
延
年
は
、

風
流
衆
と
し
て
、
猿
楽
衆
五
人
と
若
音
兒

わ
か
ね
ち
ご

二
人
が
演
じ
て
い
る
。

○
「
嘉
元
記
」（
改
定
史
籍
集
覧
第
二
十
四
）

正
和
五
年
（
中
略
）
九
月
廿
九
日
、
為
雨
悦
、
聖
霊
院
遅
延
年
在
之
、
池

ニ
仮
屋
打
、
若
音

東
仮
屋
猿
楽
衆
、
定
尊
・
長
盛

・
有
玄
・
堯
玄
・

尊
祐
風
流

西
仮
屋
猿
楽
衆
、
忍
盛
・
善
恵
・
繁
尊

定
弁
風
流
在
之
、

共
奉
五
人
出
立
所
、
宝
光
院
　

維
那
師
ノ
沙
汰
、
管
絃
者
皆
寄
之
、
衣

帯
一
宛
、
若
音
兒
二
人
用
合
而
三
貫
文
宛
、
皷
打
二
人
五
百
文
宛
、
舞
師

六
百
文
、
現
ク
ラ
へ

常
家
之
沙
汰
、

神
田
よ
り
子
氏
「
延
年
」（『
講
座
日
本
の
演
劇
３
』
（
７
）

）
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

延
年
は
、
東
大
寺
・
興
福
寺
・
法
隆
寺
な
ど
の
寺
で
、
維
摩
会

ゆ

い

ま

え

・
講
経
会

こ
う
き
ょ
う
え

な
ど
の
法
会
後
の
余
興
と
し
て
、
衆
徒
や
僧
侶
や
稚
児
の
行
っ
た
芸
能
の

総
称
で
、
平
安
中
期
頃
か
ら
鎌
倉
時
代
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
芸
能
の
内

五
番

開
口
、

在
之
、

開
口
、

二
人
、

皆
管
絃
者

鐘
着
、

猿
楽
衆
五
人

若
音
二
人
、

十
人

成
業

五
人
、

二
人
、

戌
初
天

在
之
、

西
南
院
大

納
言
法
印
、

戊申

二
種
肴

仙
毛
立
、
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容
は
風
流
・
連
事
・
開
口
か
い
こ

・
当
弁

と
う
べ
ん

・
倶
舎
舞

ぐ
し
ゃ
ま
い

・
白
拍
子

し
ら
び
ょ
う
し

・
若
音
わ
か
ね

な
ど
が
あ

る
。（
中
略
）

延
年
と
い
う
と
風
流
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
風
流
と
い
う
の
は
衣
装

を
凝
ら
し
贅
を
尽
し
た
装
飾
や
作
り
も
の
、
そ
の
よ
う
な
華
麗
な
行
粧
を

伴
う
練
り
も
の
や
群
衆
の
行
動
を
指
す
も
の
で
、
現
在
各
地
で
行
わ
れ
て

い
る
延
年
で
も
華
麗
な
作
り
も
の
を
身
に
つ
け
た
り
、
芸
能
の
場
に
飾
っ

た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
多
い
。

三
、
室
町
後
期
風
流
の
特
色

室
町
後
期
風
流
の
最
大
の
特
色
は
、「
風
流
造
り
物
」
を
は
や
し
立
て
る
行
為

が
発
展
し
、「
風
流
踊
」
の
大
隆
盛
を
見
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
京
都
や
南
都
に
伝
存
さ
れ
た
「
風
流
」
が
、
近
畿
一
帯
へ
地
域
的
拡

大
を
見
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
京
都
に
は
京
都
の
、
南
都
に
は
南
都
の
地
域
的
特

色
を
持
つ
「
風
流
」
が
形
成
さ
れ
て
行
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

︵
一
︶
京
都
の
風
流

平
安
・
鎌
倉
期
の
「
風
流
」
は
、
京
都
内
外
で
醸
製
さ
れ
な
が
ら
地
方
に
伝

播
し
て
行
っ
た
。

京
都
中
心
部
で
は
、
祇
園
会
を
筆
頭
に
、
御
霊
社
や
御
香
宮
・
稲
荷
社
・
紫

野
今
宮
社
な
ど
で
「
風
流
」
が
受
け
継
が
れ
て
行
っ
た
こ
と
が
、
史
料
に
よ
っ

て
裏
付
け
ら
れ
る
。

南
北
朝
・
室
町
期
に
入
る
と
、
京
都
で
は
、「
風
流
造
り
物
」
や
「
風
流
踊
」

が
隆
盛
す
る
。

十
四
世
紀
京
都
に
お
け
る
祇
園
祭
礼
の
発
展
に
つ
い
て
、
次
の
「
師
守
記
」

の
記
事
が
物
語
っ
て
い
る
。

祇
園
祭
の
大
き
な
変
化
は
、
貞
治
年
間
（
一
三
六
二
〜
一
三
六
八
）
に
見
ら

れ
る
。

植
木
行
宣
氏
『
山
・
鉾
・
屋
台
の
祭
り
―
風
流
の
開
花
』（
白
水
社
、
二
○
○

一
年
）
で
は
、
山
鉾
は
鎌
倉
末
期
に
登
場
し
、
南
北
朝
期
に
形
態
を
調
え
て
い

っ
た
と
す
る
。
曲
舞
を
演
じ
る
曲
舞
車
や
笠
鷺
鉾
な
ど
「
下
京
」
以
外
か
ら
出

る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
山
鉾
の
中
心
は
、
神
事
は
な
く
と
も
祭
礼
は
行
う
と
す

る
「
下
京
辺
」
の
都
市
民
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

○
「
師
守
記
」
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）
六
月
七
日
条

今
日
祇
園
御
輿
迎
如
例
、
鉾
以
下
冷
然
久
世
舞
車
有
之
云
々
、
作
山
風
流

等
無
之
、
定
鉾
許
也
、

○
「
師
守
記
」
貞
治
四
年
六
月
七
日
条

今
日
祇
園
御
輿
迎
如
例
、
鉾
以
下
冷
然
久
世
舞
車
無
之
、
作
山
風
流
等
同

無
之
、
定
鉾
許
也
、

同
六
月
十
四
日
条
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今
日
祇
園
御
霊
会
如
例
、
作
山
一
両
有
之
云
々
、
今
年
笠
鷺
鉾
無
之
久
々
、

○
「
師
守
記
」
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
六
月
七
日
条

今
日
祇
園
御
輿
迎
如
例
、
鉾
冷
然
、
作
山
以
下
無
之
、
久
世
舞
車
同
無
之

久
々
、

同
六
月
十
四
日
条

今
日
祇
園
会
如
例
、
作
山
三
有
之
云
々
、
又
久
世
舞
車
一
両
有
之
、
凡
冷

然
也
、

こ
の
時
期
の
祇
園
社
祭
礼
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、「
久
世
舞
車
」
の
登
場
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
車
の
上
で
久
世
（
曲
）
舞
が
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

「
作
山
風
流
等
」
と
記
さ
れ
た
内
容
は
、
山
と
し
て
造
り
物
が
ね
り
出
し
、
次

第
に
「
作
山
一
両
」
か
ら
「
作
山
三
こ
れ
有
り
」
と
そ
の
数
が
増
加
し
た
こ
と

が
し
の
ば
れ
る
。

「
鉾
・
作
山
以
下
風
流
」
と
呼
ば
れ
る
「
風
流
造
り
物
」
が
祇
園
祭
礼
の
定
形

と
な
っ
て
行
っ
た
。

十
五
世
紀
京
都
に
お
け
る
「
造
り
物
風
流
」
と
「
風
流
拍
子

は
や
し

物
」
の
隆
盛
は
、

「
看
聞
日
記
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
「
看
聞
日
記
」
応
永
二
十
三
年
（
一
四
一
六
）
正
月
七
日
条

白
馬
節
会
、
内
弁
花
山
院
大
納
言
也
、
抑
今
夜
地
下

風
流
之
松
拍
参
、

山
村

木
守
、

○
「
看
聞
日
記
」
応
永
二
十
三
年
正
月
十
五
日
条

地
下
村
々
松
拍
参
、
先
山
村

種
々
風
流
模
舞
楽
、
参
向
之
儀
有
其

興
、
則
焼
三
球
杖
如
例
、

○
「
看
聞
日
記
」
応
永
二
十
三
年
八
月
九
日
条

聞
、
今
日
桂
地
蔵
へ
風
流
拍
物
参
、
室
町
殿
弄
武
衛

中
間
等
寄
合
、
田

植
え
風
情
ヲ
作
、
金
爛
曇
子
等
裁
着
、
結
構
驚
目
云
々
、
又
自
或
方
山
臥

峯
入
之
躰
ヲ
模
シ
テ
負
以
下
道
具
共
唐
物
作
之
、
希
代
見
物
云
々
、
此
間

洛
中
洛
外
経
営
此
事
也
、
先
年
北
山
地
蔵
送
如
拍
物
云
々
、
追
日
地
蔵
利

生
掲
焉
、
殊
病
人
ニ
施
利
生
云
々
、

○
「
看
聞
日
記
」
応
永
二
十
三
年
八
月
七
日
条

桂
地
蔵
ヘ
当
所
地
下
人
等
拍
物
参
、
早
旦
御
所
ニ
先
参
、
雖
無
指
風
流
出

立
美
麗
也
、
警
固
隨
兵
卅
余
人
、
色
々
鎧
腹
巻
金
銀
作
太
刀
刀
帯
之
練
歩
、

次
御
幣
持
法
師
、
次
棒
振
鬼
面
ヲ
着
ス
、
次
拍
手
卅
余
人
、
色
々
風
流
之

小
笠
各
持
之
、
又
風
流
大
笠
一
本
各
金
爛
曇
子
印
金
等
着
之
、
雑
々
兵
士

等
二
百
余
人
、
見
物
雑
人
群
集
、
日
暮
時
分
下
向
、
又
御
所
ニ
参
賜
捶
、

雨
下
之
間
忿
退
出
、

○
「
看
聞
日
記
」
応
永
二
十
三
年
九
月
九
日
条

節
供
祝
着
如
例
、
御
香
宮
祭
礼
、
風
流
笠
拍
物
等
参
、
於
殿
上
被
御
覧
、

風
流
笠
不
入
門
内
、
仍
薮
ヲ
切
開
被
入
之
、

勘
解
由

小
距
、

木
守
守
之
人

供
行
者
等
、
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○
「
看
聞
日
記
」
応
永
二
十
四
年
（
一
四
一
七
）
九
月
八
日
条

御
香
宮
祭
礼
結
構
云
々
、
御
所
門
狭
小
、
風
流
笠
不
入
門
内
之
間
、
田
向

宿
所

為
神
幸
路
之
間
、
見
物
可
行
之
由
三
位
ニ
令
申
、
不
可
有
子
細
、

桟
敷
可
用
意
云
々
、

○
「
看
聞
日
記
」
応
永
二
十
五
年
（
一
四
一
八
）
正
月
十
五
日
条

晩
頭
地
下
松
拍
参
、
先
石
井
種
々
風
流
、
次
山
村
木
守
風
流
狛
結
構
也
、

則
焼
三
球
杖
、
菓
子
賜
之
、
次
舟
津
風
流
鶴
亀
舞
種
々
異
形
逸
興
也
、

各
々
賜
捶
、
見
物
人
々
群
集
、
当
年
殊
結
構
也
、

○
「
看
聞
日
記
」
応
永
二
十
六
年
（
一
四
一
九
）
七
月
条

十
四
日
、
盂
蘭
盆
之
儀
如
例
、
石
井

念
仏
拍
物
如
例
、
田
向
青
侍
共
山

臥
ノ
負
ヲ
作
、
異
形
風
流
作
之
、
石
井
ニ
行
、
舟
津
山
村
等
風
流
指
物
同

石
井
ニ
行
、
念
仏
申
拍
之
、
密
々
令
見
物
、

十
五
日
、
夜
山
村
念
仏
拍
物
有
風
流
、
畠
山
六
郎
ユ
イ
ノ
浜
合
戦
人
礫
ノ

躰
ヲ
作
、
又
石
井
風
流
為
明
カ
鬼
ヲ
仕
風
情
云
々
、
事
々
比
興
之
風
流
也
、

密
々
見
物
之
、
舟
津
風
流
勧
進
僧
之
躰
作
之
、

○
「
看
聞
日
記
」
応
永
三
十
年
（
一
四
二
三
）
九
月
九
日
条

重
陽
佳
節
、
珍
重
々
々
、
御
節
供
如
例
、
抑
祭
礼
前
ニ
於
田
向
見
物
、
然

而
依
広
時
事
、
田
向
触
穢
之
間
、
於
御
所
令
見
物
、
風
流
笠
等
不
入
門
内
、

拍
以
下
参
、
雑
人
群
集
如
例
、

新
堂

前
、

芝
俊

阿
家
、

○
「
看
聞
日
記
」
応
永
三
十
二
年
（
一
四
二
五
）
六
月
七
日
条

雨
猶
不
晴
、
祇
園
会
也
、
笠
風
流
無
指
事
云
々
、

「
看
聞
日
記
」
よ
り
、
次
の
様
な
こ
と
が
わ
か
る
。

伏
見
庄
の
村
々
で
は
、
正
月
の
「
風
流
の
松
拍
子
」、
七
月
盂
蘭
盆
の
「
念
仏

拍
子

は
や
し

物
」、
八
月
の
桂
地
蔵
へ
の
「
風
物
拍
子
は
や
し

物
」、
九
月
の
御
香
宮
で
の
「
風

流
笠
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

京
都
祇
園
会
に
「
笠
風
流
」
の
あ
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

十
五
世
紀
の
京
都
内
外
に
お
い
て
、
正
月
や
盂
蘭
盆
、
地
蔵
や
寺
社
の
祭
礼

に
お
い
て
、「
風
流
笠
や
造
り
物
」
が
造
ら
れ
、
囃
す
と
い
う
行
為
が
盛
ん
と
な

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

山
路
興
造
氏
は
、「
風
流
踊
」（『
日
本
芸
能
史
中
世
―
近
世
』
（
８
））

の
中
で
、
次

の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
看
聞
日
記
」
に
見
ら
れ
る
応
永
期
の
風
流
に
は
、
地
域
社
会
に
害
を
な
す

さ
ま
ざ
ま
な
悪
霊
を
追
い
払
う
手
段
と
し
て
、
風
流
の
造
り
物
を
悪
霊
の

神
座
と
み
な
し
、
囃
子
に
よ
っ
て
は
や
し
た
て
て
地
域
外
に
送
り
出
そ
う

と
い
う
思
想
に
基
づ
い
て
い
る
。

ま
た
植
木
行
宣
氏
も
『
山
・
鉾
・
屋
台
の
祭
り
―
風
流
の
開
花
』
（
９
）の

中
で
、

風
流
拍
子

は
や
し

物
は
神
霊
の
送
迎
、
な
か
で
も
疫
神
な
ど
の
災
い
の
遷
却
を
願
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う
と
い
う
行
為
か
ら
出
た
群
衆
の
踊
り
で
あ
る
。

と
、
指
摘
し
て
い
る
。

次
に
「
看
聞
日
記
」
以
外
の
史
料
を
見
て
み
よ
う
。

○
「
康
富
記
」
応
永
二
十
五
年
（
一
四
一
八
）
八
月
十
八
日
条

御
霊
祭
礼
也
、
去
月
十
八
日
旅
所
御
出
、
今
日
則
還
御
、
予
巳
剋
異
体
詣

高
倉
、
七
観
音
欲
令
同
道
之
処
、
御
霊
祭
礼
風
流
見
物
可
見
之
由
被
語
、

官
務

儒
等
面
々
令
同
道
、
参
御
霊
旅
所
、
次
於
一
条
東
洞
院
辺
見
物
了
、

ハ
ヤ
シ
物
自
三
所
有
之
、
于
時
未
剋
許
也
、
自
其

面
々
令
同
道
詣
七
観

音
、

御
霊
祭
礼
に
風
流
が
見
ら
れ
、「
ハ
ヤ
シ
物
三
所
よ
り
こ
れ
有
り
。」
と
記
さ

れ
て
い
る
。

○
「
康
富
記
」
応
永
二
十
六
年
六
月
七
日
条

祇
園
神
輿
三
基
例
式
神
行
、
桙
山
已
下
風
流
、
四
条
巳
下
至
五
条
、
悉
如

例
年
結
構
云
々
、
予
不
見
物
、
浄
居
庵
四
条
高
倉
桟
敷
被
構
見
物
云
々
、

少
納
言
已
下
不
被
見
物
云
々
、
今
日
甚
雨
之
間
、
風
流
無
美
粧
敗
、

応
永
二
十
六
年
六
月
七
日
、
祇
園
神
輿
神
行
と
共
に
鉾
山
以
下
風
流
が
催
さ

れ
て
い
る
。

○
「
満
済
准
后
日
記
」（
群
書
類
従
）
応
永
三
十
一
年
六
月
七
日
条

祇
園
会
ホ
コ
山
等
、
又
内
裏
仙
洞
へ
参
云
々
、
地
下
人
等
周
章
、
其
費
抜

群
云
々
、
仙
洞
様
築
地
ノ
上
ニ
御
昇
、
召
次
ノ
幸
正
ニ
御
墨
笠
被
指
、
此

ホ
コ
共
御
見
物
云
々
、
希
代
御
風
情
、
諸
人
驚
目
云
々
、
珍
事
々
々
、

六
月
七
日
祇
園
鉾
山
以
下
が
行
列
し
た
が
、
仙
洞
様
（
上
皇
）
が
築
地
の
上
か

ら
見
物
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
。

○
「
師
郷
記
」
永
享
九
年
（
一
四
三
七
）
六
月
条

七
日
、
晴
、
祇
園
御
輿
迎
如
例
、
風
流
等
有
之
、

十
四
日
、
朝
間
微
雨
、
午
剋
以
後
晴
、
祇
園
御
霊
会
也
、
風
流
以
下
如
例
、

○
「
師
郷
記
」
永
享
十
二
年
（
一
四
四
○
）
二
月
十
三
日
条

十
三
日
、
晴
、
今
日
ハ
ヤ
シ
物
参
、
内
裏
、
巳
剋
許
御
参
内
、
其
後
ハ
ヤ

シ
物
次
第
参
之
、
先
室
町
殿
御
分
、
次
管
領
、
次
山
名
、
次
赤
松
、
次
京

極
也
、
色
々
風
流
前
代
未
聞
事
也
、
自
午
剋
至
酉
剋
、
見
物
参
内
人
々
、

関
白
殿
・
前
右
府
・
右
大
臣
殿
・
按
察
大
納
言
・
三
条
大
納
言
・
左
大
将

殿
・
中
御
門
大
納
言
・
四
条
新
中
納
言
・
左
衛
門
督
・
中
山
宰
相
中
将
・

其
外
雲
客
少
々
参
云
々
、

永
享
十
二
年
二
月
、
参
内
し
た
「
風
流
ハ
ヤ
シ
物
」
は
、
武
家
に
よ
る
も
の

で
、「
室
町
殿
御
分
・
管
領
・
山
名
・
赤
松
・
京
極
」
と
あ
る
の
で
、
将
軍
・
大
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名
の
家
臣
が
催
し
た
も
の
で
あ
る
。
新
年
の
「
風
流
ハ
ヤ
シ
物
」
は
、
地
下
に

見
ら
れ
た
が
、
武
家
で
も
こ
れ
を
催
し
て
い
る
。

○
「
康
富
記
」
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
三
）
六
月
条

七
日
、
祇
園
社
御
霊
会
御
輿
迎
也
、
神
幸
如
例
、
桙
山
已
下
風
流
如
先
々
、

渡
四
条
大
路
了
、

十
四
日
、
祇
園
祭
礼
也
、
風
流
桙
山
笠
船
等
、
如
先
々
渡
三
条
大
路
有
也
、

神
幸
時
、
於
山
名
金
吾
桟
敷

前
、
少
将
并
駕
輿
丁
等
、
与
山
名
被
官
人

及
喧
嘩
、
駕
輿
丁
四
人
被
切
殺
、
被
疵
者
多
云
々
、
山
名
方
者
共
被
疵

云
々
、
依
之
棄
置
神
輿
、
駕
輿
丁
等
逃
失
、
然
間
山
名
方
早
令
退
出
桟
敷

間
、
侍
所

、
令
下
知
小
舎
人
雑
色
等
、
以
甲
乙
人
、
押
而
令
舁
入
神
輿

於
祇
園
社
之
間
、
属
無
為
分
也
云
々
、
後
日
承
分
、
死
人
之
流
血
懸
少
将

并
神
輿
、
言
語
道
断
事
也
云
々
、

こ
の
頃
の
祇
園
祭
礼
は
、
六
月
七
日
に
神
輿
渡
御
が
行
な
わ
れ
、
風
流
鉾
山

以
下
が
出
て
、
六
月
十
四
日
に
は
神
幸
が
あ
り
、
同
じ
く
風
流
鉾
山
以
下
が
く

り
出
さ
れ
て
い
る
。

時
に
は
喧
嘩
が
起
こ
っ
て
お
り
、
嘉
吉
二
年
六
月
十
四
日
に
は
、
少
将
・
駕

輿
丁
と
山
名
氏
被
官
人
が
争
っ
て
い
る
。

○
「
康
富
記
」
文
安
六
年
（
一
四
四
九
）
六
月
条

七
日
、
祇
園
祭
礼
延
引
也
、
延
暦
寺
訴
訟
未
落
居
、
仍
自
山
門
抑
留
此
祭
、

佐
々
木

京
極

三
条
東

洞
院
、

先
日
比
遣
神
人
等
、
奪
取
祇
園
神
輿
之
装
束
、
帰
上
山
門
云
々
、
風
流
等

事
可
抑
留
之
由
同
相
触
云
々
、

十
四
日
、
祇
園
御
霊
会
依
延
暦
寺
訴
訟
未
落
居
、
自
山
門
押
之
神
輿
之
御

装
束
取
寄
、
山
門
不
出
之
云
々
、
応
永
廿
二
年
延
引
之
後
無
是
例
歟
、

文
安
六
年
六
月
の
祇
園
祭
礼
は
、
延
暦
寺
が
訴
訟
し
て
風
流
を
禁
じ
た
た
め

中
止
さ
れ
て
い
る
。

○
「
師
郷
記
」
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
六
月
条

七
日
、
祇
園
御
輿
也
、
風
流
・
桙
山
皆
参
室
町
殿
、
十
四
日
分
大
略
今
日

沙
汰
之
云
々
、
予
参
前
左
府
御
桟
敷

内
々
見
物
之
、
堅
固
密
々
被
構
之

了
、
前
内
府
・
三
位
中
将
殿
同
令
出
給
、
今
日
、
風
流
、
内
裏
東
・
仙
洞

御
前
等
渡
之
間
、
内
々
御
見
物
歟
、

十
四
日
、
祇
園
御
霊
会
也
、
去
七
日
風
流
残
分
有
之
云
々
、
神
幸
以
前
、

小
将
并
駕
与
丁
与
畠
山
被
官
人
、
於
冷
泉
東
洞
院
喧
嘩
出
来
、
駕
与
丁
被

疵
者
多
云
々
、
仍
入
夜
亥
剋
許
神
幸
云
々
、

享
徳
二
年
六
月
の
祇
園
祭
礼
は
、
六
月
七
日
に
風
流
・
鉾
山
以
下
皆
が
室
町

殿
に
参
上
し
た
と
い
う
。

六
月
十
四
日
に
は
残
り
の
風
流
が
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
の
年
に
も
、
少
将
・

駕
輿
丁
方
と
畠
山
被
官
人
の
喧
嘩
が
起
こ
っ
て
い
る
。

鷹
司

高
倉
、
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○
「
康
富
記
」
応
永
二
十
九
年
（
一
四
二
二
）
六
月
条

七
日
、
祇
園
御
輿
迎
也
、
如
例
御
旅
所
御
出
也
、
桙
山
已
下
風
流
言
語
道

断
尽
美
了
、
室
町
殿
無
御
見
物
云
々
、

十
四
日
、
祇
園
祭
礼
也
、
神
幸
如
例
、
桙
山
船
已
下
風
流
尽
美
如
例
年
、

渡
三
条
大
路
了
、
室
町
殿
於
細
川
京
兆
屋
形
有
御
見
物
云
々
、
風
流
之
山

笠
共
少
々
依
仰
内
裏
マ
テ
推
之
云
々
、

十
五
世
紀
の
洛
中
に
お
い
て
は
、
何
と
い
っ
て
も
祇
園
社
祭
礼
の
「
風
流
造

り
物
」
の
隆
盛
で
あ
る
。
そ
の
「
風
流
造
り
物
」
の
最
た
る
も
の
が
、
鉾
・

山
・
船
以
下
の
「
風
流
造
り
物
」
で
あ
っ
た
。

祇
園
社
祭
礼
の
定
例
は
、
六
月
七
日
に
御
輿
迎
え
の
行
事
、
六
月
十
四
日
に

神
幸
の
行
事
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
鉾
・
山
・
船
以
下
の
「
風
流
造
り
物
」
を

伴
う
よ
う
に
な
っ
て
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
記
事
は
、
十
五
世
紀
の
日
記
類
、「
康
富
記
」
を
は
じ
め
、「
満

済
准
后
日
記
」
・
「
師
郷
記
」
に
同
様
に
見
ら
れ
る
。

一
方
、
洛
中
洛
外
の
諸
社
の
祭
礼
に
も
、
同
様
に
「
風
流
造
り
物
」
と
そ
れ

を
は
や
し
立
て
る
「
風
流
は
や
し
物
」
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

例
え
ば
、「
康
富
記
」
応
永
二
十
六
年
（
一
四
一
九
）
四
月
二
十
五
日
条
に
は
、

次
の
記
事
が
あ
る
。

○
「
康
富
記
」
応
永
二
十
六
年
（
一
四
一
九
）
四
月
二
十
五
日
条

今
日
嵯
峨
祭
也
、
阿
多
胡
神
輿
今
度
新
造
、
仍
今
日
神
行
、

其
外
風
流

二
基
、

言
語
道
断
、
尽
美
尽
善
、
見
物
貴
賤
及
一
二
万
人
云
々
、
動
騒
無
是
非
、

于
二

外
史
密
々
見
物
、
高
倉
人
々
同
見
物
云
々
、
糸
毛
鎧
著
武
者
千
人

渡
大
路
了
、
其
外
虫
々

（
種
々
）

興
戯
不
遑
毛
挙
、

嵯
峨
祭
に
愛
宕
山
神
輿
と
と
も
に
「
風
流
」
が
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

「
風
流
」
は
、「
風
流
造
り
物
」
と
花
傘
な
ど
を
つ
け
た
「
風
流
踊
」
が
想
定
で

き
る
。

こ
の
ほ
か
、「
師
郷
記
」
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
三
月
二
十
一
日
条
に
は
、

今
日
稲
荷
御
輿
迎
也
、
風
流
結
構
云
々
、

と
あ
り
、
稲
荷
社
の
御
輿
迎
え
に
も
「
風
流
」
が
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、「
康
富
記
」
文
安
五
年
（
一
四
四
八
）
五
月
九
日
条
に
は
、

今
宮
祭
也
、

神
幸
等
如
例
云
々
、

と
あ
り
、
今
宮
祭
に
も
「
風
流
」
が
見
ら
れ
る
。

「
康
富
記
」
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
七
月
十
八
日
条
で
は
、

御
霊
祭
御
輿
迎
也
、
風
流
神
幸
如
例
、

と
あ
り
、
御
霊
社
祭
礼
に
も
「
風
流
」
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
祇
園
社
以
外
の
洛
中
洛
外
の
諸
社
に
お
い
て
も
、
祭
礼
に
「
風

流
造
り
物
」
が
繰
り
出
さ
れ
た
り
、
花
傘
の
行
列
が
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

十
五
世
紀
後
半
以
降
の
京
都
で
は
、「
風
流
は
や
し
物
」
や
「
風
流
念
仏
」
・

「
風
流
踊
」
に
関
す
る
史
料
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

「
山
科
家
礼
記
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。

今
年
結
構
風
流

等
在
之
云
々
、



文献資料に見る「風流」の成立と変遷

四四

○
「
山
科
家
礼
記
」
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）

七
月
二
十
四
日
、
浜
ニ
地
蔵
は
や
し
物
也
、

七
月
二
十
五
日
、
浜
ニ
又
は
や
し
も
の
、
予
・
彦
二
郎
か
や
ね
ニ
て
見
物

也
、

七
月
二
十
六
日
、
浜
ニ
今
も
さ
い
い
の
ほ
り
よ
り
、
は
や
し
物
さ
た
候
也
、

山
科
の
山
科
川
の
浜
で
風
流
は
や
し

（

拍

子

）

物
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

「
十
輪
院
内
府
記
」
文
明
十
五
年
（
一
四
八
三
）
七
月
二
十
八
日
条
で
は
、

入
夜
有
拍
子
物
云
々
、

と
あ
り
、
十
五
世
紀
後
半
に
は
、「
風
流
は
や
し
物
」
の
記
事
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
こ
れ
は
、
単
に
風
流
造
り
物
の
鉾
・
山
・
船
以
下
を
く
り
出
す
行
為

よ
り
も
、
風
流
踊
の
は
や
し
物
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
え
る
。
す
な
わ
ち

町
々
や
村
々
で
は
、
民
衆
が
風
流
踊
を
催
し
は
や
し
立
て
る
行
為
に
よ
っ
て
神

霊
・
仏
霊
を
送
り
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
多
く
は
盂
蘭
盆
の
あ
と

の
時
期
で
あ
り
、
念
仏
を
伴
う
と
も
考
え
ら
れ
る
。

○
「
言
継
卿
記
」
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
七
月
二
十
日
条

近
所
室
町
衆
風
流
今
日
之
様
風
聞
之
間
、
清
涼
殿
御
大
工
伴
二
郎
召
寄
、

禁
裏
へ
可
参
之
由
申
付
、
然
處
延
引
之
由
申
之
、
総
別
京
中
今
日
迄
延
引

之
由
風
聞
、
子
細
有
之
歟
、
内
々
仰
之
間
、
如
此
之
様
長
橋
局
迄
参
申
候

了
、

同
二
十
一
日
条

自
下
京
風
流
上
之
間
、
門
前
へ
罷
出
見
物
了
、
風
流
禁
裏
へ
参
之
間
、

候
見
物
、
紅
葉
狩
之
心
也
、
入
破
躍
無
之
、
只
渡
物
也
、

十
六
世
紀
後
半
の
盂
蘭
盆
の
「
風
流
踊
」
の
記
事
が
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、

「
言
継
卿
記
」
で
あ
る
。

天
文
二
十
二
年
七
月
、
京
中
の
風
流
踊
が
、
禁
裏
へ
参
上
し
て
い
る
。
七
月

二
十
日
に
は
、
室
町
の
風
流
踊
が
行
な
わ
れ
、
禁
裏
参
上
が
山
科
言
継
か
ら
、

町
衆
の
一
人
清
涼
殿
大
工
伴
二
郎
に
も
ち
か
け
ら
れ
て
い
る
。
七
月
二
十
一
日

に
は
、
下
京
の
風
流
踊
が
禁
裏
へ
参
上
、「
紅
葉
狩
」
の
様
相
の
行
列
が
あ
っ
た

ら
し
く
、「
入
破
踊
」
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

○
「
言
継
卿
記
」
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
七
月
二
十
日
条

一
、
今
夕
従
大
覚
寺
殿
武
家
御
所
へ
風
流
御
返
有
之
云
々
、
仍
広
橋
亜

相
・
予
・
内
蔵
頭
等
令
同
道
、
酉
下
刻
参
、
妙
覚
寺
見
物
了
、
亥
刻
帰
宅

了
、
築
地
杵
躍
、
若
衆
躍
二
・
西
王
母
・
唐
船
・
高
砂
・
入
破
三
番
・
狂

言
二
番
等
有
之
、
頂
燈
呂
七
八
十
有
之
、

永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
七
月
二
十
日
に
は
、
大
覚
寺
門
跡
の
催
し
た
風
流

踊
が
、
武
家
（
足
利
義
輝
）
御
所
へ
参
上
し
た
と
記
さ
れ
る
。
大
覚
寺
近
辺
の

民
衆
が
動
員
さ
れ
た
の
か
、
極
め
て
大
規
模
な
風
流
踊
で
あ
っ
た
。「
筑
地
杵

躍
」
・
「
若
衆
躍
」
・
「
西
王
母
・
唐
船
・
高
砂
・
入
破
三
番
」
の
能
、
そ
れ

に
狂
言
が
行
な
わ
れ
た
と
あ
る
。
そ
れ
ら
芸
能
の
仮
装
を
し
た
人
々
が
行
列
し
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た
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
こ
の
時
「
頂
灯
呂
」
七
・
八
十
が
行
列
を
な
し
た

と
あ
り
、「
灯
呂
踊
」
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

○
「
言
継
卿
記
」
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
七
月
二
十
二
日
条

今
晩
自
近
衛
殿
々
下
武
家
へ
風
流
之
間
、
沢
路
隼
人
佑
申
付
進
之
、
晩
頭

予
・
内
蔵
頭
等
二
条
妙
覚
寺
へ
参
見
物
了
、
驚
目
者
也
、
四
躍
有
之
、
頂

燈
呂
之
衆
百
廿
人
、
其
外
種
々
出
立
共
以
上
二
百
余
人
有
之
、

永
禄
二
年
七
月
二
十
二
日
の
近
衛
殿
配
下
の
風
流
踊
で
も
、「
四
踊
」
・
「
頂

灯
呂
」
が
行
な
わ
れ
、
頂
灯
呂
の
衆
百
二
十
人
、
そ
の
外
の
人
々
を
合
わ
せ
て

二
百
余
上
、
武
家
御
所
へ
参
上
し
た
と
あ
る
。

○
「
言
継
卿
記
」
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
七
月
二
十
六
日
条

申
下
刻
妙
覚
寺
へ
参
、
今
晩
自
伊
勢
守
風
流
云
々
、
戌
刻
有
之
、
先
松
之

下
之
カ
ヒ
コ
有
之
、
次
砧
踊
・
尺
八
ゝ

（
踊
）
・
ネ
ガ
イ
ゝ
（
踊
）
・
ヘ
ウ
タ
ン
ゝ
（
踊
）
・
四

躍
有
之
、
次
ク
レ
ハ
ノ
入
破
、
次
狂
言
、
次
養
老
、
二
番
有
之
、
三
百
人

計
有
之
、
見
聞
驚
耳
目
者
也
、

同
じ
く
永
禄
二
年
七
月
二
十
六
日
に
は
、
伊
勢
氏
の
催
し
た
三
百
人
余
の

「
風
流
踊
」
が
妙
覚
寺
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

○
「
言
継
卿
記
」
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
七
月
条

十
六
日
、
近
所
六
町
衆
踊
有
之
、
見
物
了
、

十
七
日
、
今
夜
武
家
奉
公
真
木
島
興
行
踊
、
禁
裏
北
御
門
抜
通
之
外
に
て

四
踊
有
之
、
灯
呂
七
十
三
有
之
云
々
、
種
々
結
構
共
不
及
筆
舌
也
、
従
竹

内
殿
御
門
之
上
見
物
之
、

十
八
日
、
夜
半
計
一
条
室
町
之
踊
来
、
見
物
了
、

元
亀
二
年
七
月
、
山
科
言
継
は
、
近
所
六
町
衆
が
風
流
踊
を
し
た
こ
と
、
将

軍
奉
公
衆
の
真
木
島
氏
が
四
踊
を
興
行
し
た
こ
と
、
一
条
室
町
衆
の
風
流
踊
が

あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

○
「
言
継
卿
記
」
元
亀
二
年
七
月
二
十
五
日
条

今
日
上
京
躍
武
家
へ
参
之
由
有
之
間
、
巳
刻
参
武
家
、
南
之
楯
へ
御
成
、

御
傍
に
候
見
物
之
、
先
一
条
室
町
以
下
雪
躅
鷺
等
也
、
次
西
陣

田
栽
、

座
頭

等
、

次
立
売
薦
僧

以
下

次
絹
屋
町
小
川
鐘
鋳
以
下
入
破

三
番

等
也
、
各
結
構
金
銀
、
金
襴
、
段
子
、
唐
織
等
織
物
、
紅

梅
、
綺
羅
を
尽
す
、
先
代
未
聞
也
、

最
も
華
や
か
で
盛
大
な
風
流
踊
を
催
し
た
の
は
、
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）

七
月
二
十
五
日
に
行
な
わ
れ
た
上
京
衆
に
よ
る
武
家
（
足
利
義
昭
）
御
所
へ
の

参
上
で
あ
る
。

一
条
室
町
衆
以
下
が
「
雪
躅
鷺
等
」、
西
陣
衆
が
、「
田
栽
・
座
頭
等
」、
立
売

衆
が
「
薦
僧
」、
絹
屋
町
小
川
鐘
鋳
衆
以
下
が
「
入
破
三
番
等
」
の
風
流
踊
を
催

道
明
寺
、
西
王
母
、
黒

主
等
二
の
見
事

第
三
之

見
事
、

尺
八
、

第
一
之

見
事
也
、

上
る

り
、

廿
一

町
興
、
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し
、
そ
の
い
で
た
ち
は
、「
金
銀
・
金
襴
・
段
子
・
唐
織
織
物
・
紅
梅
、
綺
羅
を

尽
す
」
も
の
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

︵
二
︶
和
泉
の
風
流

十
六
世
紀
の
和
泉
国
に
お
け
る
風
流
に
つ
い
て
、「
政
基
公
旅
引
付
」
に
詳
し

い
記
述
が
あ
る
。

文
亀
元
年
（
一
五
○
一
）
春
、
京
都
か
ら
和
泉
国
日
根
庄
入
山
田
村
に
移
住

し
た
前
関
白
九
条
政
基
は
、
村
人
の
生
活
を
ま
の
あ
た
り
に
見
た
。

日
根
庄
の
村
人
は
、
戦
乱
に
疲
弊
し
、
さ
ら
に
旱
魃
に
よ
る
飢
饉
や
疫
病
に

苦
し
む
生
活
を
し
て
い
た
。

し
か
し
、
村
社
滝
宮
の
祭
礼
や
盂
蘭
盆
の
行
事
に
は
、「
風
流
念
仏
」
な
ど
を

催
し
て
い
る
。

○
「
政
基
公
旅
引
付
」
文
亀
元
年
（
一
五
○
一
）
七
月
十
一
日
条

入
夜
槌
丸
地
下
衆
風
流
念
仏
推
参
堂
前
了
、

○
「
政
基
公
旅
引
付
」
文
亀
元
年
七
月
十
三
日
条

今
夜
船
淵
村
之
衆
風
流
念
仏
又
来
堂
之
庭
、
念
仏
以
後
尽
種
々
風
流
、
田

舎
之
土
民
所
行
可
為
比
興
哉
之
由
、
成
其
覚
之
処
、
各
能
作
、
云
風
情
云

言
詞
不
恥
都
之
能
者
、
条
々
故
実
以
下
不
可
恐
有
穢
之
輩
、
逸
興
相
催
了
、

○
「
政
基
公
旅
引
付
」
文
亀
元
年
七
月
十
五
日
条

入
夜
月
明
、
供
水
之
儀
如
昨
日
、
菖
蒲
村
之
衆
念
仏
風
流
等
参
堂
之
庭
、

尽
風
情
了
、
甚
有
其
興
、
次
又
大
木
之
衆
致
風
流
了
、
去
十
三
日
船
淵
之

衆
ニ
遣
酒
肴
之
代
、
今
日
又
如
此
之
処
、
不
遣
者
同
シ
村
也
、
無
面
目
可

存
之
由
長
盛
令
申
沙
汰
、
又
大
木
・
菖
蒲
両
村
ニ
各
百
足
宛
遣
折
紙
、
終

夜
之
興
可
云
為
珍
重
哉
、
今
夜
風
流
之
子
細
ハ
、
明
日
十
五
日
四
ケ
村
ヨ

リ
依
立
願
瀧
宮
へ

可
沙
汰
風
流
也
、
然
者
御
本
所
御
座
之
間
、
先
可

申
御
本
所
也
、
爰
明
夜
参
者
件
宮
へ
参
仕
之
次
に
申
本
所
ニ
相
当
之
条
、

今
夜
先
所
推
参
也
云
々
、
神
妙

、

○
「
政
基
公
旅
引
付
」
文
亀
元
年
七
月
十
六
日
条

瀧
宮
へ
風
流
、
月
昇
山
頭
以
後
参
仕
之
条
、
又
号
習
、
於
堂
之
庭
大
木
村

之
衆
沙
汰
風
流
、
今
夜
槌
丸
之
人
数
小
々
相
加
云
々
、
各
能
作
希
代

、

社
頭
ヘ
ハ
槌
丸
・
大
木
二
村
立
合
、
又
菖
蒲
・
船
淵
二
村
立
合
云
々
、
後

聞
船
淵
之
衆
ハ
風
流
ハ
ヤ
シ
以
後
、
式
三
番
之
後
、
鵜
羽
一
番
沙
汰
云
々
、

誠
柴
人
之
所
作
希
有
能
立
也
、
皆
見
物
之
者
等
驚
耳
目
云
々
、

○
「
政
基
公
旅
引
付
」
文
亀
元
年
八
月
十
三
日
条

今
日
入
山
田
四
ヶ
村
於
瀧
宮

雨
喜
之
風
流
、
大
干
之
時
雨
乞
、
降
雨
之

後
此
作
法
恒
規
也
、
上
二
ヶ
郷
ハ
絹
ノ
旗
、
下
二
ヶ
村
ハ
紺
之
旗
也
、
風

流
尽
種
々
興
、
相
撲
以
下
社
頭
之
儀
式
甚
逸
興
云
々
、
此
儀
卅
七
年
以
来

当
年
沙
汰
之
地
下
以
外
大
儀
云
々
、
中
剋
許
ニ
槌
丸
・
大
木
両
村
之
風
流

当
村
之

鎮
守
、

入
山
田
之

惣
社
也
、
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先
来
此
宿
尽
種
々
興
、
則
参
社
頭
、
丑
剋
ニ
社
頭
之
儀
事
終
云
々
、
然
而

事
終
テ
雨
又
下
、
神
慮
之
佳
瑞
甚
厳
重
也
、

「
政
基
公
旅
引
付
」
は
、
文
亀
元
年
（
一
五
○
一
）
か
ら
永
正
元
年
（
一
五
○

四
）
に
、
和
泉
国
日
根
庄
に
滞
在
し
た
前
関
白
九
条
政
基
の
日
記
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
、
日
根
庄
入
山
田
村
の
土
丸
・
大
木
・
菖
蒲
・
船
淵
の
四
地
域
の
村
民

の
「
風
流
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。

文
亀
元
年
七
月
の
盂
蘭
盆
の
「
風
流
」
に
つ
い
て
は
、
念
仏
風
流
に
つ
い
て
、

「
田
舎
之
土
民
の
所
行
比
興
た
る
べ
き
哉
。」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
村
社
滝
宮

へ
の
風
流
ハ
ヤ
シ
以
後
に
「
式
三
番
の
後
、
鵜
羽

う
の
は

一
番
の
猿
楽
」
が
村
民
に
よ

っ
て
上
演
さ
れ
て
い
る
。

文
亀
元
年
八
月
に
は
、
雨
乞
の
あ
と
の
「
雨
喜
び
の
風
流
」
が
入
山
田
四
ヶ

村
に
よ
っ
て
、
村
社
滝
宮
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。「
雨
喜
び
の
風
流
」
に
は
、
白

と
紺
の
旗
を
な
び
か
せ
、
そ
の
あ
と
相
撲
以
下
社
頭
の
儀
式
が
行
な
は
れ
て
い

る
。

︵
三
︶
南
都
の
風
流

南
都
興
福
寺
の
大
乗
院
門
跡
で
あ
っ
た
経
覚
と
尋
尊
が
そ
れ
ぞ
れ
遺
し
た
、

「
経
覚
私
要
鈔
」
と
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
に
は
、
十
五
世
紀
の
南
都
に
お
け

る
風
流
の
記
事
が
豊
富
に
存
在
す
る
。

南
都
の
風
流
は
、
古
代
以
来
の
南
都
の
芸
能
と
京
都
の
風
流
の
伝
播
に
よ
り

発
展
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
際
、
南
都
の
芸
能
「
延
年
・
田
楽
・
猿
楽
」
が
基
盤
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
、
大
き
な
特
質
が
あ
る
。

○
「
康
富
記
」
応
永
二
十
四
年
（
一
四
一
七
）
九
月
条

三
日
、
今
日
室
町
殿
自
南
都
御
上
洛
云
々
、
此
間
於
南
都
、
延
年
、
猿
楽
、

田
楽
等
有
之
云
々
、

四
日
、
去
月
於
南
都
、
増
阿
田
楽
之
時
、
室
町
殿
近
習
桟
敷
簾
ヲ
切
破
テ

見
田
楽
間
、
自
御
所
、
以
使
者
、
皆
々
近
習
達
被
追
立
云
々
、
武
家
公
家

近
習
者
也
、
其
外
南
都
衆
徒
等
少
々
同
在
彼
桟
敷
云
々
、
雖
然
同
被
追
立

者
也
、

応
永
二
十
四
年
（
一
四
一
七
）
九
月
、
将
軍
足
利
義
持
の
南
都
巡
礼
が
行
な

わ
れ
た
。

「
康
富
記
」
は
、「
此
の
間
南
都
に
於
い
て
、
延
年
・
猿
楽
・
田
楽
等
こ
れ
有

り
。」
と
記
し
て
い
る
。

室
町
期
の
南
都
で
は
、
延
年
・
猿
楽
・
田
楽
等
の
芸
能
が
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
た
。
ま
た
郷
村
の
祭
礼
に
、
猿
楽
や
田
楽
が
催
さ
れ
、
南
都
の
四
座
猿

楽
や
本
座
田
楽
が
発
展
し
て
い
っ
た
。

足
利
義
政
は
、
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
九
月
に
南
都
に
巡
礼
し
た
。

九
月
二
十
一
日
、
将
軍
の
奈
良
下
向
が
あ
り
、
そ
の
夜
、
延
年
で
歓
迎
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
二
十
三
日
夜
も
延
年
、
二
十
五
日
に
は
四
座
猿
楽
が
、
将
軍
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の
た
め
に
催
さ
れ
て
い
る
。
二
十
七
日
に
は
、
春
日
社
祭
礼
が
行
な
わ
れ
、
延

年
が
あ
り
、
二
十
八
日
に
は
後
日
猿
楽
が
行
な
わ
れ
た
。
南
都
で
は
将
軍
御
見

物
に
あ
た
り
、
南
都
の
祭
礼
と
芸
能
で
歓
迎
し
、
九
月
二
十
九
日
将
軍
は
上
洛

し
た
。

○
「
経
覚
私
要
鈔
」
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
七
月
条

十
四
日
、
一
、
一
族
以
下
風
流
為
之
、
又
自
鹿
野
苑
風
流
為
之
来
了
、

十
五
日
、
一
、
当
所
矢
負
共
風
流
為
之
来
了
、
生
食
之
所
也
、
佐
々
木
乗

馬
頗
有
興
者
也
、
夕
又
自
鹿
野
苑
矢
負
共
風
流
為
之
、
其
躰
猿
楽
也
、
有

興
有
感
、
衆
人
群
集
了
、

文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
七
月
、
南
都
古
市
郷
で
行
な
わ
れ
た
「
風
流
」
は
、

古
市
氏
お
よ
び
鹿
野
苑
氏
配
下
の
武
士
ら
が
演
じ
る
も
の
で
、
平
家
物
語
の
宇

治
川
の
先
陣
を
模
し
た
「
生
食

い
け
づ
き

之
所
也
、
佐
々
木
乗
馬
頗
る
興
有
る
者
也
」
の

「
風
流
」
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
「
猿
楽
」
を
模
し
た
「
風
流
」
も
あ
っ
た
と

い
う
。

十
五
世
紀
の
南
都
、
特
に
古
市
郷
に
お
い
て
、「
風
流
」
が
盛
ん
に
催
さ
れ
た

こ
と
を
「
経
覚
私
要
鈔
」
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
「
風
流
」
は
、

「
風
流
造
り
物
」
と
「
風
流
踊
」
を
基
本
と
す
る
が
、
猿
楽
・
田
楽
・
延
年
等
を

含
む
も
の
で
あ
っ
た
。

○
「
経
覚
私
要
鈔
」
宝
徳
二
年
七
月
条

十
五
日
、
一
、
自
古
市
少
風
流
ヲ
沙
汰
来
了
、

十
六
日
、
西
下
刻
　
一
、
又
自
古
市
風
流
沙
汰
来
了
、
子
息
所

（
古
市
小
法
師
丸
）
行
云
々
、

網
引
、
雪
マ
ロ
ハ
カ
シ
、
色
々
売
物
共
、
続
句
有
笠
ヲ
ト
リ
ノ
躰
也
、

一
、
為
報
笠
自
是
風
流
ヲ
沙
汰
遣
古
市
了
、
先
為
行
者
馬
上

吉
阿
長
立
帽
子
衆

、
次
色
々
ノ

売
物
、
次
笠
ノ
下
ニ
龍
守
・
如
意
賀
以
下
直
垂
・
大
口
者
共
済
々
、
次
ヤ

ツ
ハ
チ
打
金
正
打
之
、
次
師

（
獅
）
子
舞
春
宮
・
乙
松
両
人
舞
了
、
自
古
市
遣
清

憲
坊
了
、
於
清
憲
坊
者
、
出
酒
進
之
云
々
、

十
八
日
　
一
、
申
刻
風
流
在
之
、
先
ハ
ウ
持
二
人
、
次
鷺
舞
二
人
、

次
猿
楽

・
□
□
以
下
在
之
、
ハ
ヤ
シ
手
ハ
猿
楽
也
、
両
三

在
之
、
次
延
年
、
先
仕
丁
八
人
、

次
弁
大
衣
四
人
　
　
　
ア
シ
タ
、

次
遊
僧
四
人
、
管
絃
者
十
人
計
、
各
衣
裹
頭
、
次
夫ぶ

催
も
よ
お
し
、
次
兒ち
ご

催

宝
徳
二
年
（
一
四
五
○
）
七
月
、
南
都
古
市
郷
で
催
さ
れ
た
風
流
は
、
頗
る

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。
風
流
行
列
に
は
猿
楽
や
延
年
が
含
ま
れ
て
い
る
。

七
月
十
六
日
の
風
流
の
行
事
に
は
、
綱
引
き
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
あ
と
、

「
雪
マ
ロ
ハ
カ
シ
」
や
「
色
々
の
売
物
共
」
が
出
て
、
笠
踊
り
が
行
な
わ
れ
た
。

「
雪
マ
ロ
ハ
カ
シ
」
は
雪
ダ
ル
マ
を
形
ど
っ
た
仮
装
と
思
わ
れ
、
売
物
共
は
、
行

商
人
の
行
列
、
風
流
踊
そ
の
も
の
は
、
笠
を
つ
け
た
郷
民
が
行
な
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

七
月
十
八
日
に
は
、
二
人
の
棒
持
、
二
人
の
鷺
舞
が
出
て
、
そ
の
後
猿
楽
衆

の
行
列
が
出
て
い
る
。
そ
の
次
に
は
、
仕
丁
八
人
・
弁
大
衣
四
人
・
足
駄
・
遊

赤
衣
ニ
着

腹
巻
、
立
帽
烏
子
、

エ
ホ
シ
ニ
織
物
ヲ
着
、
大
口
フ

キ
テ
、
方
衆
二
人
。
一
族
共
、

サ
キ
ヲ
作
テ
人

ニ
キ
セ
テ
舞
之
、

絹
衣
・
裹
頭
か
と
う

長
太
刀
ヲ
持
、播

州
子
息
、
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僧
四
人
・
管
絃
者
十
人
計
が
延
年
を
催
し
た
と
あ
る
。「
風
流
踊
」
に
加
え
て
、

延
年
や
猿
楽
・
田
楽
等
の
行
列
が
催
さ
れ
る
所
が
、
十
五
世
紀
南
都
風
流
の
特

色
で
あ
る
。

○
「
経
覚
私
要
鈔
」
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
六
月
十
四
日
条

有
祇
園
会
、
山
舞
車
等
也
、
山
風
流
、
網
鬼
手
切
タ
ル
所
也
云
々
、
於
中

御
門
門
両
寺
之
僧
見
物
之
、

長
禄
二
年
六
月
十
四
日
、
転
害
祇
園
会
が
行
な
わ
れ
、
山
舞
車
が
出
て
い
る
。

「
山
風
流
」
の
造
り
物
は
、
渡
辺
網
が
鬼
の
手
を
切
っ
た
様
子
が
、
造
り
物
と
な

っ
て
い
た
。
山
に
造
り
物
を
形
ど
っ
た
も
の
が
「
山
風
流
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

○
「
経
覚
私
要
鈔
」
長
禄
二
年
七
月
条

十
五
日
、
一
、
自
古
市
城
風
流
来
了
、
有
笠
、
其
躰
雖
為
行
又
一
興
也
、

春
藤
以
下
成
風
流
衆
了
、
是
畑
以
下
若
者
同
伴
了
、

十
六
日
、
一
、
入
夜
卒
都
婆
堂
者
共
令
風
流
来
了
、
先
有
笠
、
次
鷺
二
人

舞
之
、
次
延
年
之
儀
歟
弁
大
衆
三
人
裹か

頭
衣
、
次
夫ぶ

催
も
よ
お
し
、
次
催
も
よ
お
し

兒ち
ご

歟
、

次
葉

（
花
）
杖
四
人
、
次
遊
僧
舞
一
人
、
白
拍
子
、
次
童
舞
、

志
歟
、
其
後
ヲ

ト
リ
也
、

長
禄
二
年
七
月
十
五
日
に
は
、
古
市
城
よ
り
古
市
氏
配
下
の
武
士
達
に
よ
る

「
風
流
」
が
あ
っ
た
。
翌
十
六
日
の
卒
都
婆
堂
の
人
々
に
よ
る
「
風
流
」
も
、
極

め
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。
笠
踊
り
や
鷺
舞
が
あ
り
、
大
衆
三
人
の
裹

頭
衣
に
よ
る
延
年
舞
が
あ
っ
た
。
白
拍
子
を
舞
う
遊
僧
婆
の
者
や
、
納
蘇
利
を

舞
う
童
舞
が
あ
り
、
そ
の
後
に
は
「
風
流
踊
」
の
一
団
が
続
い
た
。

古
市
郷
近
辺
で
隆
盛
し
た
「
風
流
」
は
、「
風
流
踊
」
や
「
風
流
念
仏
」
を
基

本
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、「
風
流
造
り
物
」
を
行
列
に
加
え
、
延
年
や
田

楽
・
猿
楽
を
模
倣
し
た
芸
能
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

○
「
経
覚
私
要
鈔
」
長
禄
二
年
七
月
十
八
日
条

一
、
今
日
延
命
寺
・
北
口
者
共
可
有
風
流
之
由
申
之
間
、
別
当

（
尋
尊
）

僧
正
可
被

見
物
歟
之
由
、
以
木
阿
申
遣
之
間
、
則
被
来
、
未
刻
風
流

来
、
室
舟

波
房

（
重
慶
）

、

其
跡
笠
、
鐘
・
大
皷
等
林
（
囃
）
手
二
三
十
人
、
次
文
殊
乗
馬

童
子
脇
ニ
在
之
、
次
タ
ン
ケ
リ
、
次
師
（
獅
）
子
無
之
、
次
能
者
十
番
切
舞
之
、

ウ
タ
イ
テ
五
六
人
在
之
、
頗
如
猿
楽
、
可
謂
見
事
、

又
申
下
刻
北
口
風
流
来
、
梗
概
如
延
命
寺
、
但
能
四
五
番
沙
汰
了
、

一
、
入
夜
市
庭
ヨ
リ
風
流
来
、
網

（
渡
辺
）

鬼
手
切
タ
ル
所
也
、
橋
作
之
ヲ
ト
リ
念

仏
、
有
笠
、
同
躰
也
、
次
又
自
南
口
風
流
来
、
鎌
倉
殿
大
仏
詣
所
也
、
泉

小
次
郎

（

親

衡

）

橋
ヲ
引
所
、
有
笠
、
ヲ
ト
リ
念
仏
同
、

長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
七
月
の
古
市
郷
の
「
風
流
」
は
、
七
月
十
五
日
、

古
市
城
よ
り
古
市
氏
一
族
郎
等
が
演
じ
た
。
古
市
春
藤
丸
以
下
が
「
風
流
」
を

為
し
、
安
位
寺
経
覚
の
側
近
で
あ
る
畑
経
胤
以
下
の
若
党
が
同
道
し
た
と
い
う
。

七
月
十
八
日
に
は
、
古
市
郷
内
の
延
命
寺
・
北
口
か
ら
「
風
流
」
が
く
り
出

年
明
寺
也

エ
ホ
シ
・
腹
巻
・
大
口
着
之
、

今
日
風
流
兵
士
構
之
、

納
蘇
利
、
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し
、
大
乗
院
尋
尊
も
見
物
し
て
い
る
。
猿
楽
や
笠
踊
り
が
演
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

市
庭
や
南
口
の
風
流
で
は
、
渡
辺
網
の
鬼
退
治
や
鎌
倉
殿
大
仏
詣
・
泉
小
次
郎

の
故
事
等
の
仮
装
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

○
「
経
覚
私
要
鈔
」
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
七
月
条

十
六
日
、
一
、
戌
半
刻
風
流
在
之
、
先
ハ
ウ

（
棒
）

持
有
面
、

燈
爐
（
炉
）
ヲ
カ
ツ
キ
ツ
レ
テ

二
十
余
人
在
之
、
有
笠
ヲ
ト
リ
也
、
サ
ゝ
ラ

（

簓

）

以
下
ノ
衆
也
、

次
田
楽
八
人

良
俊
以
下
盛
・
古
市
若
党
等
在
之
、
笠
ハ

紙
ニ
テ
張
了
、
力

（
刀
）
玉
印
盛
取
之
、
風
情
サ
ナ
カ
ラ
田
楽
也
、
タ
カ
ア

（
高
足
）

シ
ハ

在
之
、
然
而
不
乗
置
計
也
、
中
門
口
打
之
、
一
二
反
廻
テ
東
ノ
キ
ハ
ニ
連

居
、
ヲ
ト
リ
ノ
衆
ノ
前
也
、

次
雪
丸

タ
カ
サ
丸
サ
人
一
人
内
ニ
在
之
、
番
頭
衆
、
畑
男
・
古
市
春

藤
・
与
三
・
弥
三
郎
以
下
十
人
計
在
之
、
古
市
小
者
能
声
者
共
、
ナ
ラ
ノ

在
家
者
、
古
市
下
人
以
下
在
之
、
大
口
上
ニ
少
袖
着
之
、
ツ
ゝ

（
鼓
）
ミ
大
鼓
在

之
、
自
雪
内
小
兒

雪
ノ
精
也
、
舞
了
、
次
二
番
舞
之
、
今
二
番
所
望

之
、
共
以
此
兒
舞
了
、
退
散
之
時
又
ヲ
ト
リ
在
之
、
芸
能
優
美
也
、
衆
人

成
群
了
、
事
了
有
一
献
、
僧
正

（
尋
尊
）

其
後
被
帰
了
、
而
俄
雨
下
之
間
、
定
如
入

水
歟
、

「
経
覚
私
要
鈔
」
寛
正
三
年
七
月
十
七
日
条
は
、
南
都
古
市
郷
の
風
流
を
詳
細

に
記
録
し
て
い
る
。

面
を
つ
け
た
棒
持
、
灯
炉
を
か
ざ
し
た
行
列
の
あ
と
、
笠
を
つ
け
た
「
風
流

大
口
着
之
、

上
少
袖
也
、

作
之
紙
ニ
テ

張
了
、
勢
分
、

上
ハ
色
直
垂
赤
衣
ホ
タ
ク
ヰ

（
榾
拙
）

也
、
下
ハ

指
貫
也
、
社
家
以
下
借
用
云
々
、

踊
」、
サ
サ
ラ
を
打
つ
衆
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
後
田
楽
衆
が
芸
能
を
披
露
す
る
。

次
に
「
雪
丸
」
と
称
す
る
張
り
子
の
雪
ダ
ル
マ
を
か
ぶ
っ
た
人
々
、
鼓
を
打
つ

人
々
、
雪
の
精
の
舞
を
舞
う
少
年
が
続
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
芸
能
は
優
美
で
、

衆
人
群
を
成
し
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
古
市
氏
配
下
の
人
々

と
郷
民
が
演
じ
て
い
る
。

「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
も
「
経
覚
私
要
鈔
」
と
同
時
代
の
十
五
世
紀
中
頃
か

ら
後
半
の
南
都
に
お
け
る
「
風
流
」
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

○
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
七
月
十
八
日
条

於
古
市
念
仏
風
流
在
之
、
予
安
位
寺
殿
ニ
テ
見
物
了
、
一
風
流
ハ
延
命
寺
、

一
ゝ
ゝ
ハ
北
口
云
々
、
今
夜
又
南
口
、
市
ハ
同
可
有
其
沙
汰
云
々
、

○
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
七
月
十
四
日
条

奈
良
中
辻
子
念
仏
止
之
、
不
吉
事
哉
、
冷
然
無
極
、
於
風
流
者
尤
可
停
止

歟
、
如
大
訴
動
座
之
例
也
、
不
吉
々
々
、

○
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
七
月
条

十
五
日
、
念
仏
風
流
在
之
、
為
御
覧
禅
閣
渡
御
、

十
六
日
、
風
流
行
向
古
市
、

十
七
日
、
自
古
市
風
流
於
門
跡
在
之
、
種
々
芸
能
之
内
古
市
胤
栄
自
身
成

大
黒
者
也
、
非
一
其
興
者
也
、
門
前
兵
士
・
上
下
北
面
若
衆
并
吉
田
道

、

沙
汰
衆
中
坊
懐
尊
、

門
跡
衆
并
御
宿
衆
、

門
跡
衆
一
風
流
、

御
宿
衆
一
風
流
、
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○
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
文
明
元
年
（
一
四
六
九
）
七
月
十
四
日
条

奈
良
中
念
仏
自
衆
中
止
之
、
来
月
撲
揚
講
就
執
行
、
順
円
・
舜
善
内
々
致

計
略
故
也
、
下

分
中
内
々
及
風
流
之
沙
汰
故
也
、
童
部
等
一
向
不
立
音
、

且
不
吉
次
第
也
、
七
十
余
歳
物
云
、
未
曽
有
事
云
々
、
不
吉
凶
知
事
也
、

是
併
六
方
衆
自
不
足
興
了
、
念
仏
風
流
事
一
切
不
可
及
其
沙
汰
事
也
、
地

下
人
迷
惑
不
大
方
事
也
、

○
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
六
月
十
四
日
条

東
大
寺
祇
薗
会
在
之
、
押
上
郷
与
中
御
門
郷
車
先
前
相
論
故
、
雖
令
用
意

舞
車
一
向
不
押
之
、
今
少
路
郷
山
計
押
出
、
風
流
如
例
事
出
来
、
見
物
衆

両
三
人
被
殺
了
、
負
手
故
輩
在
之
云
々
、
俄
古
市
等
馳
上
、
先
次
無
殊
子

細
歟
引
退
了
、

○
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
文
明
十
五
年
（
一
四
八
三
）
七
月
十
五
日
条

大
安
寺
室
勧
進
云
々
、
ヲ
ト
リ
念
仏
在
之
、
奈
良
中
ヲ
ト
リ
一
向
止
之
、

六
方
衆
下
知
云
々
、

○
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
文
明
十
六
年
（
一
四
八
四
）
七
月
十
七
日
条

盆
踊
事
自
六
日
奈
良
中
止
之
、
白
毫
寺
・
大
安
寺
等
止
之
了
、
今
夜
古
市

大
風
流
也
、
此
間
連
夜
念
仏
踊
也
、
奈
良
中
上
下
為
見
物
行
向
云
々
、

○
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
文
明
十
六
年
七
月
二
十
日
条

今
夜
古
市
よ
り
今
市
へ
風
流
大
儀
也
云
々
、
此
三
四
夜
ハ
夜
々
風
流
也
、

方
・
学
侶
衆
罷
下
見
物
云
々
、
大
安
寺
・
辰
市
・
白
毫
寺
辺
ニ
至
、
自
六

方
念
仏
風
流
止
之
、
然
而
古
市
大
風
流
共
在
之
、
不
相
支
之
、
無
力
見
物

衆
剰
有
之
云
々
、

明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
以
降
、「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
の
筆
者
尋
尊
の
老

衰
に
よ
っ
て
、
記
録
は
乏
し
く
な
る
。
し
か
し
、
毎
年
の
よ
う
に
盂
蘭
盆
の

「
風
流
念
仏
」
と
転
害
祇
園
会
は
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
記
さ
れ
て
い
る
。

南
都
に
お
け
る
「
風
流
」
の
伝
統
は
、
こ
の
二
つ
の
行
事
に
伝
流
し
て
、
近

世
を
迎
え
て
行
っ
た
も
の
と
推
察
で
き
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、「
経
覚
私
要
鈔
」
・
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
に
よ
っ
て
、

十
五
世
紀
大
和
に
お
け
る
「
風
流
」
の
実
態
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
風
流
」

は
、
奈
良
転
害
祇
園
会
に
も
見
ら
れ
る
が
、
京
都
祇
園
会
の
影
響
も
見
ら
れ
る
。

南
都
で
特
色
あ
る
も
の
は
、
古
市
氏
城
下
古
市
郷
で
の
盆
風
流
で
あ
る
。
大

乗
院
の
前
門
跡
安
位
寺
経
覚
も
居
住
し
て
い
て
、
古
市
郷
は
い
わ
ば
南
都
文
化

の
拠
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
影
響
は
、
大
和
の
在
々
所
々
へ
も
見
ら
れ
る
。
盂
蘭

盆
の
「
風
流
」
は
、
念
仏
踊
を
中
心
と
し
て
、「
風
流
造
り
物
」
や
「
田
楽
・
延

年
・
猿
楽
を
取
り
入
れ
た
仮
装
や
芸
能
」
も
見
ら
れ
る
。
田
楽
・
延
年
・
猿
楽

と
い
う
芸
能
が
、「
風
流
踊
」
の
仮
装
や
芸
能
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
、
南
都
に
お
け
る
室
町
後
期
「
風
流
」
の
最
大
の
特
色
で
あ
る
。

田
楽
・
猿
楽
・
延
年
は
、
南
都
の
大
寺
社
で
醸
製
さ
れ
、
南
都
の
伝
統
芸
能

と
し
て
発
展
・
継
承
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
「
風
流
造
り
物
」
や
「
風
流
踊
」
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の
中
に
、
そ
の
芸
能
要
素
が
組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

四
、
結
び

以
上
、
文
献
資
料
に
よ
っ
て
、「
風
流
」
の
成
立
と
変
遷
を
見
て
来
た
。

「
風
流
」
は
、
十
一
世
紀
末
か
ら
十
二
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
衣
服
の
善
美
・

馬
・
車
等
へ
の
装
飾
美
、
趣
向
を
こ
ら
し
た
細
工
物
へ
の
賛
美
の
意
と
し
て
用

い
ら
れ
、
次
第
に
田
楽
や
散
楽
の
衣
裳
や
芸
能
を
「
風
流
」
と
称
す
よ
う
に
な

っ
て
行
っ
た
。

十
四
世
紀
に
な
る
と
、
風
流
笠
や
山
・
鉾
を
典
型
と
し
て
「
風
流
造
り
物
」

が
造
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
囃
す
行
為
が
行
な
わ
れ
る
。

十
四
世
紀
京
都
の
祇
園
祭
礼
に
お
い
て
、「
作
山
風
流
等
」
と
呼
ば
れ
る
段
階

に
な
る
と
、「
風
流
造
り
物
」
と
こ
れ
を
囃
す
行
為
が
、「
風
流
」
と
い
う
概
念

で
理
解
さ
れ
て
い
る
。

や
が
て
京
都
内
外
に
お
い
て
、
祭
礼
の
中
で
行
列
を
な
す
時
、「
風
流
造
り
物
」

に
神
霊
や
悪
霊
を
迎
え
、
こ
れ
を
囃
す
行
為
が
一
般
的
と
な
っ
て
行
っ
た
。

十
五
世
紀
の
京
都
・
奈
良
・
和
泉
等
に
お
い
て
、「
風
流
念
仏
」
や
「
風
流
踊
」

と
い
う
行
為
が
盛
ん
に
な
る
。「
風
流
笠
」
や
「
風
流
造
り
物
」
を
身
に
つ
け
て
、

念
仏
を
唱
え
た
り
、
踊
っ
た
り
す
る
行
為
が
、「
風
流
念
仏
」
や
「
風
流
踊
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
。

以
上
、
文
献
資
料
に
よ
っ
て
「
風
流
」
の
成
立
と
変
遷
を
見
て
来
た
が
、「
風

流
」
が
、
華
麗
な
衣
裳
や
仮
装
を
も
っ
て
、
芸
能
を
演
ず
る
行
為
を
指
す
「
概

念
」
と
し
て
、
最
も
隆
盛
し
た
の
が
、
中
世
後
期
の
畿
内
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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